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［本リリース発信元］ ロームシアター京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団） 

 

劇艶おとな団プロデュース『9人の迷える沖縄人～after’72～』 

京都公演開催！ 

2023 年 5月 20日（土）、21日（日） 

ロームシアター京都 ノースホール 

［作品・チケットに関するお問合せ先］ 

（一社）おきなわ芸術文化の箱 担当：島袋 

那覇市字銘苅 203 番地 電話：090-9688-1221  E-mail:kitakey45@gmail.com 

[本リリースに関するお問合せ先]  

ロームシアター京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団） 広報担当：松本、山形、加藤 

電話：075-771-6051（9：00～17：00） FAX:075-746-3366 E-mail:press@rohmtheatrekyoto.jp 

 



 

 

 

 

このたび上演する「9 人の迷える沖縄人」は、1972 年の沖縄本土復帰当時と現在を行き来する二重構造の物

語を通し、沖縄人の心情を浮き彫りに、今なお続く矛盾や迷い、これは「沖縄」だけの問題なのか。と問い

かけます。2015 年の初演以来、上演を重ね、2022 年「沖縄・復帰 50 年現代演劇集 in なはーと」公演は

「CoRich 舞台芸術まつり！2022」のグランプリを受賞。沖縄で生まれ、生活する劇作家・演出家・出演者

によって描かれた複雑でリアルな沖縄が、新鮮な驚きと新たな視点を与え、より多くの人に届けるべき作品

であるという思いを審査員が抱いた結果ではないでしょうか。 

そして 2023 年、沖縄復帰の日（5 月 15 日）の直後に、一般社団法人おきなわ芸術文化の箱にとって 7 年ぶ

り 2 回目の沖縄県外公演がロームシアター京都で実現します。  

 

開催概要 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

■日時 2023 年 5 月 20 日（土）14 時／19 時☆アフタートークあり 

21 日（日）14 時★託児サービスあり 

※各回開演 30 分前より開場 ※ヒアリングループ席、車いすのサポートあり 

■会場 ロームシアター京都 ノースホール  

■上演時間 90 分 

■チケット 

全席自由 一般 3,500 円／25 歳以下 2,000 円／18 歳以下 1,000 円  

当日券：一般のみ前売料金+500 円 

※未就学児入場不可 

取扱： 

オンラインチケット 24 時間購入可 ※要事前登録（無料）（https://www.s2.e-get.jp/kyoto/pt/） 

ロームシアター京都 チケットカウンター 

TEL.075-746-3201（窓口・電話とも 10:00～17:00／年中無休※臨時休館日等により変更の場合あり） 

京都コンサートホール チケットカウンター 

TEL.075-711-3231（窓口・電話とも 10:00～17:00／第 1・3 月曜日休館 ※休日の場合は翌日） 

 

主催：（一社）おきなわ芸術文化の箱  

共催：ロームシアター京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団） 

協力：那覇文化芸術劇場なはーと、（一社）全国小劇場ネットワーク 後援：沖縄タイムス 琉球新報 

 

 

■京都公演 WEB ページ 

https://rohmtheatrekyoto.jp/event/102662/ 

 

■上演写真等のダウンロード 

https://drive.google.com/drive/folders/17RwzsDE4ruoB6FuSImQ2Cov98ly_asY8?usp=share_link 

 

https://www.s2.e-get.jp/kyoto/pt/
https://rohmtheatrekyoto.jp/event/102662/
https://drive.google.com/drive/folders/17RwzsDE4ruoB6FuSImQ2Cov98ly_asY8?usp=share_link


 

 

 

出演・スタッフ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

仲嶺雄作、國仲正也（鳩ス）、犬養憲子（芝居屋いぬかい）、島袋寛之（TEAM SPOT JUMBLE） 

宇座仁一（宮城元流能史之会）、上門みき、伊禮門綾（劇団綾船）、与那嶺圭一（TEAM SPOT JUMBLE） 

当山彰一（劇艶おとな団） 

 

作：安和学治、国吉誠一郎 演出：当山彰一 作曲：大司義人 舞台監督：當山恵一  

照明：稲嶺隆（沖縄舞台） 音響操作：安和学治 制作：島袋景子、土屋わかこ、新垣七奈 

 

プロフィール ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

劇艶おとな団 Gekisyokuotonadan 

2011 年、大人バンド結成ブームに刺激された演奏ができない大人達が集まり、ならば体と声を使って自分

を表現しよう！と結成。主宰の当山彰一、安和朝彦、安和学治の 3 名で団員を集め「劇艶おとな団」を立ち

上げ、同年 6 月にオリジナル脚本によるうちなー現代演劇「うちかび」を上演。カフェオーナー、不動産社

長、カメラマン、県庁職員、会社員、郵便局員、俳優と、いろんな職種のメンバーから成る。「大人が夢を

見、実現できなくちゃ、子どもと夢を語れない」と大人が本気になるとこんなに素敵な事が出来る。2015

年には制作会社として「一般社団法人おきなわ芸術文化の箱」を設立。2017 年那覇市銘苅に小劇場スペー

ス「銘苅ベース」を開設し、演劇を通したさまざまな活動を県内各地で行っている。沖縄を舞台にした全作

品オリジナル脚本で、随所にうちなーぐちを取り入れた、うちなー現代芝居。子どもからお年寄りまで親子

三世代で観て楽しめる作品が特徴。「9 人の迷える沖縄人」は同劇団の代表作。今回は、他劇団や伝統芸

能、沖縄芝居で活躍する役者を客演に迎え、沖縄の芸術文化の多様性も発信する。 

 

あらすじ ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

1972 年沖縄の本土復帰を目前に、有識者から主婦、戦争を体験した老婆、沖縄へ移住した本土人などがひ

とつの部屋に集められた。 

「日本がもし万が一、攻めこまれた場合、戦争はしませんって言っていられると思いますか？」 

「私も胸を張って基地はいらないと言いたいです。」 

「のんびりすることが美徳なら、基地も受け入れてのんびりやったらどうですか？」 

語られるそれぞれの沖縄に対する想い、日本への想い、そして戦争、恒久平和への想い、いろいろな想いが

交差して、渦の中に引きずり込まれていく。 

 

上演実績 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

2015 年 11 月 劇艶おとな団第９回本公演 場所：アトリエ銘苅ベース 

2016 年 11 月 劇艶おとな団第 11 回本公演 場所：JA おきなわ真和志支店ホール 

第 9 回鳥の演劇祭にて上演 場所：鹿野往来交流館「童里夢」（鳥取） 

2017 年 12 月 第 1 回小劇場ネットワーク会議にて上演 場所：アトリエ銘苅ベース   

2020 年 8 月  オンライン配信公演 収録場所：アトリエ銘苅ベース 

2022 年 5 月  沖縄・復帰 50 年現代演劇集 in なはーと 場所：那覇文化芸術劇場なはーと小劇場 

CoRich 舞台芸術祭 2022 夏 グランプリ・演技賞受賞 



 

 

 

劇評・感想 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

CoRich 審査員講評より 

鈴木理映子さん／演劇ライター、編集者 

沖縄の過去と現在を、演劇ならではの方法でつなげる優れた作品でした。これからも、この作品が上演され

るたびに、観客は、未だに「迷い」続けている現状を鮮やかに体験することになるでしょう。 

「復帰」は、過ぎ去った歴史上の出来事ではないのです。上演に接してから時間が経ってもなお、なぜそう

なったのか、なぜ考え続けざるをえないのか、その時感じた不条理、複雑さをリアルに思い起こします。 

つくり手、演じ手、そして地域社会に生きる人々をはじめとする観客の中で「活かされる」演劇のかたちを

目撃したようにも感じています。 

 

深沢祐一さん／編集者・ライター 

「復帰の日」直前に沖縄で本作と出合えたことはとても幸福な出来事であった。劇中劇の手法を用いて現代

の時点から 50 年前を照射し、沖縄が直面している諸問題を浮かび上がらせていた。地元民を中心とする観

客の反応を身近に感じられたことも忘れがたい。まさしく舞台芸術だからこそできることを十二分に体現し

た作品といえるだろう。再演時により多様な観客と反応が集まることを期待している。 

 

大川智史さん／制作者 

沖縄の本土復帰に yes か no かみたいな議論が繰り広げられるのかなと、観劇前に思っていた浅はかな自分

を恥じます。この作品は、そのタイトルの通り「迷える沖縄人」に焦点を当て、沖縄の本土復帰や今なお抱

え続ける問題について単純に yes/no ではなく、迷ってどうしたらいいか分からないでいる人たちの葛藤や

矛盾、迷いが描かれます。その優しく寄り添うような眼差しこそが、この作品の最大の特徴であり、最も心

揺さぶられたポイントかも知れません。劇中劇の構造を援用し、ドキュメンタリーでもなければ、純然たる

ドラマでもないという不思議な立ち位置の作品ですが、それだけに強いアクチュアリティを感じました。作

中で 1972 年の復帰を目前とする沖縄と現在（2022 年）の沖縄、迷える 9 人の沖縄人の姿と劇中の場面転

換の場面で轟く軍用機の音を通じて、50 年の歳月が重なり合い、彼らの迷いや葛藤は今なお変わらずあるの

だと、痛切に迫ってきた瞬間が今も心に刻まれています。 

 

河野桃子さん／ライター 

いつ、誰に、何を、どう伝えるか／伝えないかという、リアルタイムの表現であることにとても意識的な上

演だったと思います。上演日は沖縄復帰 50 年の日の直前ということもあり、沖縄外から訪れた人や、沖縄内

でもふだん演劇を観ない人も訪れるかもしれない機会でした。劇中では、そういった方々も理解しやすい様々

な工夫があり、どんな観客を想定しどうありたいのかという"公演"としての実現度が高い舞台でした。 

 

關智子さん／演劇研究・批評・翻訳複数の予想を良い意味で裏切った作品だった。『12 人の怒れる男』を意

識した『９人の迷える沖縄人（うちなーんちゅ）』というタイトルから、沖縄の本土復帰 50 周年に合わせた

比較的オーソドックスな社会派ドラマではないかと類推したのだが、実際には劇中劇の構造をもって沖縄が

内に抱える複雑さを提示しており、単なる社会的メッセージを運ぶだけのものではなく演劇だからできるこ

とへの意識を持っていることが高評価へと繋がった。確かに、タイミングが良すぎたのではという意見もあ



 

 

 

るだろう。クチコミの方に書いたが、周囲の環境も本作の理解につながるものだったため、それらの環境も

含めて評価対象とするのか否かはかなり葛藤した部分である。しかし実際には、仮にそれらを切り離しても

作品自体を高く評価できると結論づけた。簡単にはまとめられない問題を取り上げているため、今後何度も

再演されるべき作品だろう。本土から沖縄を尋ねた人々がコンスタントに見られる作品になると良い、ある

いは沖縄の古典的作品になり得るだろうと思った。 

 

  



 

 

 

掲載記事 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

2022 年 5 月 17 日 

沖縄タイムス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年 5 月 12 日 

朝日新聞 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

2022 年６月 27 日 

沖縄タイムス 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年７月１日 

沖縄タイムス 

 


